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佐野みどり先生古稀記念論集刊行会編

The Poetics of Form: New Horizons in Japanese Art History

薫陶を受けた者たちとの研究のダイアローグ
思考の道筋を照らす強烈な求心力と訓導

かつて講筵に列した
元学生有志の論考を中心に、
国内外から寄せられた四十三編を収載。
佐野みどり先生は、2021年2月17日、めでたく古稀を迎えら

れた。本書は、先生の古稀をことほぎ、長きにわたる先生の

学恩に報いるために献呈する記念論文集である。

企画するにあたり、佐野先生のご研究に呼応する形で各人が

論考を寄せる、いわば先生と寄稿者による学術的キャッチボ

ールのような形式をとることを目指した。各論考を通して、先

生の柔軟かつ巨視的な研究視点、そして作品へと向かう分析

態度を改めて感じていただければ幸甚である。（「序」より）
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